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編集後記

　『郵政博物館　研究紀要』第11号をお届けします。巻頭エッセイ1本、シンポジウム特集3本、
論文2本、研究ノート3本、資料紹介3本、トピックス3本の構成です。
　本年もさまざまな専門分野の先生方にご寄稿いただき、バラエティに富む誌面となりました。
巻頭エッセイをお寄せくださいました山本氏、当館シンポジウムへのご登壇と特集記事でのご
報告を賜りました石井氏、杉浦氏をはじめ、ご執筆者各位に心より感謝申し上げます。
　本誌は、郵政歴史文化研究会の研究成果を広く学界および社会に公開するために創刊されま
した。同研究会は5分科会から構成され、現在、郵政博物館内外の研究者約20名を擁しています。
今年度、各分科会では最大4回の研究会が開催され、郵政博物館収蔵資料の合同調査や研究報告、
意見交換が行われました。また、一部の会員は個別に資料センターに足を運び、地道な調査を
継続されています。本誌にて今年度の活動成果をご高覧ください。
　また、本誌は「郵政事業及び通信の歴史と文化に関する諸問題」に関わる外部研究者の投稿
も受け付けております。今号には、上越市立博物館主任（学芸員）の荒川氏、郵便史研究会会
長の近辻氏、同副会長の星名氏にも専門的な知見をお寄せいただきました。
　本誌は博物館や大学図書館など168の学術機関に送付されるほか、郵政博物館の公式ホーム
ページにて無料公開されています。各論考は国立情報学研究所の学術情報データベース（CiNii）
にも採録され、広く学界の評価の目にさらされています。今後も学術誌としての水準を維持で
きるよう、緊張感をもって編集にあたりたいと考えております。� （田原・倉地）


